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記⼊⽇ ⻄暦 2021 年 1 ⽉ 6 ⽇（2020 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 岐⾩県⽴⼤垣特別⽀援学校 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 9 

タイトル ⾃治会との合同研修会 

〜災害時の避難所運営に備えて〜 

実践担当者のお名前 ⼭本隆史 

 

実践にかかった⾦額 ほぼ 0 円 

実践の準備にかかった時間 1 ⽇ 

実践活動を実施した⽇時 ⻄暦 2020 年 7 ⽉ 30 ⽇ 16 時 00 分〜17 時 00 分 

実践の所要時間 1 時間 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 3 ⼈ 

防災教育の対象者の属性 教職員・地域住⺠ 

防災教育の対象者の⼈数 約 10 ⼈ 

実践を⾏った都道府県と市区町村 岐⾩県⼤垣市 

実践を⾏った具体的な場所 岐⾩県⽴⼤垣特別⽀援学校会議室・教室 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

・講師 伊藤三枝⼦様（清流の国ぎふ ⼥性防災⼠会会⻑） 

・Web 会議システム 

・体育館、寄宿舎、グラウンド図⾯（HUG ⽤） 

 

達成⽬標 ・災害発⽣時の避難所運営に関する知識を⾝に付ける。 

・ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）の実践から、避難所となった場合の課題

を知る。 

・避難所運営について、⾃治会と連携を図る。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 
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実践内容・⽅法 
 

１．実施計画 

○研修内容検討 

 ・避難所運営について、⾃治会との連携が殆どなかったため、避難所

運営について、⾃治会の⽅にも参加していただき、研修を受けるこ

とにした。 

 ・実際の避難所でボランティア等を経験したことがある職員がおら

ず、災害発⽣時の避難所の様⼦が分かる内容とした。 

 ・避難所運営の知識を⾝に付けるため、HUG（避難所運営ゲーム）を

⾏うことにした。 

 ・新型コロナウイルス感染症対策として、研修会場を２カ所準備し、

Web 会議システムを⽤いて実施した。 

２．研修内容 

○⽇時    令和２年７⽉３０⽇（⽊）１６︓００〜１７︓００ 

○講師    清流の国ぎふ ⼥性防災⼠会会⻑ 

       伊藤 三枝⼦ 様 

○参加者   校⻑、教頭（担当）、部主事（担当）、防災安全部⻑ 

       防災推進係（３名）、寄宿舎指導員（１名）、⾃治会 

○内容   「⼤規模災害に備えて 〜避難所運営について〜」 

       ・避難所運営の実際 

       （過去発⽣した災害時の避難所の様⼦について） 

       ・避難所運営の流れ 

       ・新型コロナウイルス感染症対策 

       ・ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 

       （校内⾒学、ＨＵＧ実践） 
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得られた成果 ・避難所運営に関する知識が⾝に付いた。 

・避難所における新型コロナウイルス感染症対策が分かった。 

・避難所について、⾃治会の⽅と⼀緒に考え、課題を明確にすることが

できた。 

・避難所運営に関して、⾃治会と学校の連携の重要性を共通理解するこ

とができた。 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  

知識・技能 かなり 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 

課題・苦労・⼯夫 ・新型コロナウイルス感染症の影響で集合型の研修会の実施が難しかっ

たが、Web 会議システムを⽤いて実施することができた。 

・⾃治会が学校に求めることと学校ができることに⼤きなギャップがあ

ることが分かった。今後、定期的に検討する場を設け、ギャップを埋

めていき、スムーズな避難所運営を⽬指していきたい。 

 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 

関係者の名前・団体名 ①伊藤三枝⼦様（清流の国ぎふ ⼥性防災⼠会会⻑） 

②⽇新地区連合⾃治会⻑・防災⼠会会⻑及び副会⻑ 

関係者の説明 ①研修会の講師 ＊詳細は実践番号２参照 

②学校がある地区の連合⾃治会⻑と⾃治会防災⼠会の会⻑と副会⻑ 

関係者の連絡先 ①実践番号２参照 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相⼿ ・⾃治会との連携を考えてみえる特別⽀援学校 

伝えたい内容 ・⾃治会の⽅や講師の⽅と話す中で、特別⽀援学校に声を掛けてよい

か躊躇していることが多いということを聞きました。是⾮、学校側

から声を掛けていただき、地域との連携を深めていっていただきた

いと思います。 
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フォームへのご意⾒（1 団体あたり 1 回だけ記⼊する内容です） 

★このフォームは書き

やすかったですか︖ 

わかりにくいところ，改

善すべき点などあれば

教えてください 

・防災掲⽰板等、⻑期間に渡って実施した活動について、実践の所要

時間の算出が難しかった。 

・防災教育の対象者の属性に「養護学校児童⽣徒」とあるが、現在は

特別⽀援学校となっている場合が多いので変更していただけると良

い。 

・もう少し早い段階で報告書の様式をいただけると余裕をもって作成

できる。 

 

 

 


